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要旨： 

【はじめに】平成 30 年度診療報酬改定により平成 31 年４月以降，維持期の要介護被保険者等

に対する疾患別リハビリテーション（以下，リハビリテーションをリハと略す）料の算定を認

めないこととなった．当院での維持期にある外来リハ患者をどのような形でフォローしたかを

報告する． 

【対象】平成 30 年７月から平成 31 年３月までに疾患別リハ料を算定した当院外来リハ通院患

者のうち，要介護・要支援被保険者 64 名． 

【結果】当院の通所リハへの移行 19 名，除外規定に該当し外来リハを継続した患者が 10 名，

新たに他の通所リハ・訪問リハへ移行した患者が７名，併用していた機能訓練特化型の通所介

護を継続した患者が６名，終了した患者が 22 名となった。最新の起算日以降のリハ継続日数は

平均 1545 日，算定期限内に終了した患者が８名，算定期限を超えて継続した患者が 46 名であっ

た．脳血管リハ料を算定していた患者のうち半数近くに ST が介入しており，通所での ST 介入

が難しい地域では訪問サービスでの介入となる事例もあった． 

【まとめ】維持期リハが必要な対象者は多いが，居住地域にリハ資源が少なく移行先の選定に

難渋する患者もあった。今後さらなるリハ資源の充実が求められる． 
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Ⅰ．はじめに 

団塊の世代がすべて後期高齢者になる2025年を見据え，

医療と介護の役割分担と切れ目のない連携が求められて

いる．病院における外来リハビリテーション（以下，リ

ハビリテーションをリハと略す）では，年々先延ばしに

なっていた要介護・要支援被保険者の維持期リハ打ち切

りが平成30年度の診療報酬改定で明示され１)，外来リハ

を実施している病院は対応に苦慮することとなった．当

院での維持期にある外来リハ患者を平成 31年４月以降，

どのような形でフォローしたかについて報告する． 

Ⅱ．平成 30 年度診療報酬改定の要点 

平成 30 年度診療報酬改定により，要介護・要支援被保

険者に対する維持期・生活期の疾患別リハ料について，介

護保険への移行に係る経過措置を１年間に限り延長し，入

院以外の患者については平成 31 年４月以降，要介護被保

険者等に対する疾患別リハ料の算定を認めない取り扱い

となった．それと同時に通所リハの施設基準を緩和させ，

利用定員に応じた施設面積を準備することで通所リハが

提供できるように見直しを図り，疾患別リハ専従セラピス

トも一定の条件を満たせば通所リハに携わることができ

るようになった２）（表１）．このように緩和することで病

院での介護保険による通所リハ開設を後押しすることと

なった． 

標準算定日数を超えて疾患別リハ料が算定できるのは，

表２に該当する患者であって，治療を継続することにより
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状態の改善が期待できると医学的に判断される場合であ

る．また，表３に該当する患者である場合，患者の疾患，

状態等を総合的に勘案し，治療上有効であると医学的に判

断される場合においても標準算定日数を超えて疾患別リ

ハ料を算定することが可能である．これらを疾患別リハに

おける算定日数上限の除外対象患者とし，それ以外の維持

期にある要介護被保険者等は介護保険サービスでフォ

ローするか，サービスを利用せず自己でのリハを継続して

いく必要がある． 

Ⅲ．対象 

 平成 30 年７月から平成 31 年３月までに疾患別リハ料

を算定した当院外来リハ通院患者のうち，要介護・要支

援被保険者64名．カルテを参照し，後方視的に調査した．

内訳は男性39名，女性25名，平均年齢 75.3歳（51歳～

95歳）． 

Ⅳ．結果 

 脳血管疾患等リハ料を算定していた患者が 37名，うち

16 名に ST が介入，運動器リハ料を算定していた患者が

27名であった．要支援１・２の患者が 30名，要介護１か

ら４の患者が34名であった． 

  平成 31 年４月時点での対象者 64 名のリハに関する介

護保険サービスの利用状況を調査した．除外規定に該当

し，疾患別リハ料の算定を継続した患者が 10名（うち難

病７名，障害児者１名，その他２名），当院の通所リハへ

移行した患者が19名，新たに他の通所リハへ移行した患

者が５名，訪問リハもしくは訪問看護ステーションから

のリハへ移行した患者が２名，外来リハと併用していた

機能訓練特化型の通所介護を継続した患者が６名，機能

訓練特化型ではない通所介護を継続した患者が８名，リ

ハを終了した患者が 14名であった． 

 リハの継続日数については，最新の起算日以降のリハ

継続日数は平均 1545 日（除外規定該当患者以外の 54 名

で算出）算定期限内にリハを終了した患者は８名、算定

期限を超えてリハを実施した患者が 46名であり，その46

名が算定期限を超えてリハ実施した日数の平均は1804日

であった．また，10 年以上継続してリハを実施していた

患者は10名あった． 

 舞鶴市内在住の患者は57名，綾部市在住の患者は２名，

宮津市在住の患者は４名，おおい町在住の患者は１名で

あった． 

 舞鶴市内には通所リハの事業所が８か所，機能訓練特

化型の通所介護事業所が４か所ある．綾部市内には通所

リハ事業所が３か所，機能訓練特化型の通所介護事業所

が１か所，宮津市内には通所リハ事業所が１か所，高浜

町には通所リハ事業所が１か所ある． 

Ⅴ．考察 

 外来リハを算定期限内に終了し，自主トレーニング等

でフォローしていけるような方向で取り組んでもなお，

期限内に終了できた患者が64名中８名と少なかったこと

から，継続したリハ介入が必要な患者は多いことがわか

る．脳血管疾患等リハ料を算定していた患者の半数近く

はSTの介入があり、リハ打ち切りとなることに対し，特

に ST のフォローができる事業所が少なく不安に思う患

者が多く見受けられた． 

 外来リハから訪問リハもしくは訪問看護ステーション

からのリハへ移行した２名の患者は，状態悪化で訪問

サービスを選択したのではなく，通所でのSTの受け皿が

近隣になく訪問サービスに至ったことから，外来リハの

一斉打ち切りに対して，介護サービスが十分に対応でき

ていたとはいえないのではないかと考える． 

Ⅵ．結語 

 ９か月で64名の患者のサービス調整に関わった．維持

期の外来リハ打ち切りという大きな改定を見据えて４年

前から当院でも通所リハを開設するなど準備をすすめて

きた．当院の外来リハと通所リハどちらにも関わってい

た筆者は長年外来リハ通院してきた外来患者の医療的な

経過だけでなく，患者の社会的背景や性格などもある程

度把握できる立場にあり，それぞれの患者に合った介護

サービス等を一緒に考えていけると同時に，一事業所の

スタッフとして必要なサービスを提供できるよう考えて

いく事ができた．当院のように通所リハを開設している

病院は少なく，だからこそ医療と介護の橋渡しがうまく

いくことが求められる．様々な制約がある中で，リハ難

民が出ないよう今後も医療と介護の密な連携と介護サー

ビスの充実が求められる． 
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